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6 月 9 日（火）の午前中、小学部 3 年生がオーデルゲムショッピングセンターへ社会科見学に出かけま

した。見学先は、本校関係者にもお馴染みの「ハイパーカルフール」です。今回の見学では、普段の買い物

では入ることができない特別なエリアも見せていただきました。 

【写真①】は、案内役の店員の方と初めて対面した時の様子です。

とても優しい方で、子どもたちからのたくさんの質問に一つ一つ丁寧

に答えてくださいました。カルフールの新キャラクター「Croc’prix（ク

ロップリ）」には、「お得な買い物」という意味があることも教えていた

だきました。 

日用雑貨、ベーカリー、精肉

コーナーでは、それぞれのバックヤードを見学しました。そんな中、子

どもたちが特に目を輝かせたのが、【写真②】の「ダンボールシュレ

ッダー」です。毎日出る大量のダンボールをこの機械に入れると、隣

のコンテナへコンパクトに圧縮されて集められる仕組みを学びまし

た。 

【写真③】は、精肉コーナーのバックヤードの様子です。ミンチにし

た肉を専用の機械に入れ、長い羊の腸をかぶせた筒の先から、お

肉が勢いよく送り出されてきます。担当の方が素晴らしい職人技

で、あっという間にソーセージの形に作り上げていく姿に、子どもた

ちからは「おーっ！」と大きな歓声があがりました。 

楽しい時間はあっという間に過ぎ、時計を見るともう 12 時前。入

り口近くに集まり、案内してくださった店員さんにお礼の言葉を伝え

ると、思わぬサプライズがありました。なんと、全員にキャラクター

「Croc’prix」のぬいぐるみをプレゼントしてくださったのです。貴重

な時間を割いて詳しく案内していただいただけでなく、素敵なお土

産までいただき、感謝の気持ちでいっぱいです。今後カルフールを

訪れた際には、ぜひ感謝の気持ちを込めて、お店の方に元気よく挨

拶をしたいですね。 

 
６月９日（火）７限、中学部全員が多目的室に集まり「修学旅

行発表会」を行いました。３年生は２つの班に分かれ、プレゼンテ

ーション形式で報告。平和学

習の真剣な記録から、旅先

でのユーモラスな失敗談ま

で、工夫を凝らした発表が

披露されました。熱心に聴き

入る１・２年生の姿も見られ、学びの多い充実した時間となりました。 
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修学旅行発表会（中学部） 

【写真①】 【写真②】 

【写真③】 

【写真④】 



 
６月１０日（水）～１２日（金）の３日間、小学部６年生はオランダへ２泊３日の修学旅行に行ってきました。

紙面だけでは伝えきれないほどたくさんの思い出ができましたが、その一部をお伝えします。 

１日目の見どころ 

 ①キンデルダイク観光 

②デルフト陶芸工房見学＆絵付け体験 

学校での出発式を終え、バスで最初に向かったのは風車で

有名な「キンデルダイク」です。現地到着の直前に猛烈な雨が

降り始め、雷まで鳴り出す始末。「観光は中止か」と心配され

ましたが、幸いにも荒天が収まり、ボートツアーや風車資料館

の見学を無事終えることができました。その後、再びバスで王

室御用達の「デルフト陶芸

工房」へ向かいました。図工

の時間に準備しておいた下

絵をもとに、白いタイルへの絵付けに挑戦です。細い筆と太い筆の２本を

使い、色の濃淡が作品の出来栄えを左右するため、子どもたちは細心の

注意を払いながら集中して取り組んでいました。 

２日目の見どころ ①アールスメール花市場見学 

②チーズ作り体験＆木靴づくり見学 

③フォーレンダム港班別行動 

 花市場は圧巻の規模でした。長さが１ｋｍをゆうに超える建物の中で、システマ

チックに花の出荷作業が行われる様子を見

学しました。今年のチーズ作り体験は、昨年

度よりも自分でチーズを育てる工程が多い

ようです。近々、自分で作ったチーズを持ち

帰りますので、ご家庭で毎日チーズを反転

させる（ひっくり返す）

お世話をよろしくお願

いします。フォーレンダム港では、皆が一番楽しみにしていた

班別行動を行いました。直前のファームでの昼食はボリュー

ム満点でしたが、「甘いものは別腹」と言わんばかりに、多

くの班がアイスクリームを楽しんでいました。班別行動の途

中には、民族衣装での記念撮影もありました（写真参照）。

少し照れくさそうにしながらも、素敵な笑顔を見せてくれま

した。 

３日目の見どころ ①ゴッホ美術館漢学 

最終日はゴッホ美術館へ見学に行きました。「ゴッホ」とい

う画家の名はよく知られており、教科書などでも目にしますが、

やはり本物を「自分の目で直に見る」体験は何ものにも代えが

たい貴重な経験です。絵の色合いや力強い筆跡など、スポンジ

のように多くのことを吸収できるこの時期に一流のアートに触れ

たことは、子どもたちにとって大きな財産となるはずです。 

充実した２泊３日の修学旅行でした。皆さんお疲れ様でした。 

オランダへの修学旅行（小学部６年生） 


